
            

 

 

 

「 山田中学校の看板 」 

校長 小早川 靖樹 

 

 今年の夏休みはとても暑く、大阪では日中の気温が３５度を超える猛暑日が１３日間

もありました。日中、照り付ける太陽の光は、肌に刺さるような痛みがあり、日向にい

るだけでじりじりと体が焦げていくような気がしました。 

そんな中、グランドや体育館、校舎内では様々なクラブが活動していました。練習を

見に行くと、「おはようございます。」、「こんにちは。」などの爽やかな挨拶が聞こ

え、礼儀正しいクラブが多くなってきたように感じます。普段から、時間があればみな

さんがクラブ活動する様子を見るようにしていましたが、公式戦や発表会の様子は、い

つもとは違う雰囲気で、みなさんの顔もとても引き締まった、そして自信に満ちた顔で、

本番に臨んでいたように思います。そんなみなさんの姿を見て頼もしく感じました。 

 夏休みに学校へ来るときは、体操服やクラブで揃えたＴシャツなどで登校する人が多

かったように思います。特に、山田中学校の体操服はデザインも格好良く、家の近所で

したら体操服で出かける人も多いのではないかと思います。 

 ところで、周りの人たちは体操服やクラブＴシャツを着たみなさんのことをどのよう

に見ているのでしょうか？たいていの人は、「山田中学校の生徒の一人」として、みな

さんのことを見ています。つまり、みなさんの行動が「山田中学校の生徒が○○した。」

と見られるということになります。 

 例えば、みなさんが登下校の途中、狭い道で道を譲ったとします。すると道を譲られ

た方は、「山田中学校の生徒が道を譲ってくれた。」と思い、山田中学校の生徒は素晴

らしいと思われると思います。 

 クラブの試合などで、自転車を使って移動することがあると思います。そんなときに、

赤信号になりかけている交差点を猛スピードで渡るなどの交通違反をしたら、周りの人

たちからどのように見られるでしょうか。恐らく、「山田中学校の生徒は、交通ルール

を守らない。」と見られるのではないでしょうか。 

 ２学期は学校の外へ出ていくことも増えてくると思いますが、制服を着ているときは

もちろんのこと、体操服やクラブＴシャツを着ているときも「自分たちは山田中学校の

生徒である。」というプライドを持ってほしいと思います。みなさん一人ひとりが、「山

田中学校」の看板を背負っている気持ちで行動することを期待しています。 

 

☆終業式 

１学期の終業式は、コンピュータ室をスタジオにして実施しました。これまで放送による式を行っ

てきましたが、部活動等の表彰者に直接表彰状を渡す、そしてその様子を伝える「ライブ中継」は今

回が初めて。（２学期の始業式も！と考えていましたが、工事の関係で続けての実施ができませんで

した） 

全校生徒で行う行事の一つの形として、今後定着していきそうです。 

 

 

 

 

 

☆校舎の改造工事を行っています 

 今年度から来年度にかけて、校 

舎の改造工事を行っています（今 

年度は北棟と東棟です）。７月から 

（準備を含めた）工事が始まりま 

したが、教室や廊下、階段など範 

囲は広く、１１月までかかります。 

工事が完了するまで不便なところ 

もあると思いますが、少しずつき 

れいに、そして使いやすい、便利なものに変わっていきます。 

 

☆救急救命講習 

 ２年生は７月１５日に吹田消防の救命入門コー 

スを受講し、練習用人形を用いて心肺蘇生の方法 

を学びました。（もちろん、ないに越したことはあ 

りませんが）万一そのような場面に遭遇した時で 

も、確実に行動できるよう事前に学んでおくことは大切ですね。 

 

☆吹田市立教育センターから（お知らせ） 
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